
〔史
料
紹
介
〕

元
和
九
年
(

二
八

二

三
)
閏
八
月
二
十
日
の
津
軽
信
枚
金
山
定
書
状
に
つ
い
て

長
谷
川

成

一

は
じ
め
に

;);
;

近
世
津
軽
領
鉱
山
の
開
発
と
経
営
に
つ
い
て
は
､
拙
稿

｢尾
太
以
前
-

近
世
前
期

津
軽
領
鉱
山
の
復
元
と
鉱
山
開
発
-
｣
(『
青
森
県
史
研
究
』
第
7
号

二
〇
〇
二

午
)
に
あ

っ
て
､
国
絵
図
等
を
も
と
に
正
保
期
に
は
稼
行
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る

さ
ふき
ハ

河
原
沢
金
山
や
､
国
日
記
等
に
依
拠
し
て
寛
文
期
か
ら
稼
行
し
て
い
た
寒
沢
銀
山
な

ど
の
領
内
各
鉱
山
に
つ
い
て
論
じ
た
｡
そ
れ
に
引
き
続
い
て
発
表
し
た
､
拙
稿

｢延

宝

･
天
和
期
の
陸
奥
国
尾
大
銀
銅
山
-

津
軽
領
御
手
山
の
繁
栄
と
衰
退
-
｣
(『
人
文

社
会
論
叢
』
第
12
号

人
文
科
学
篇

弘
前
大
学
人
文
学
部

二

〇
〇
四
年
)
で
は
､

弘
前
藩
が
領
内
最
大
の
銀
銅
山
と
し
て
位
置
づ
け
､
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
い
た
技
柿

や
人
材

･
資
金
を
投
入
し
た
､
十
七
世
紀
後
半
の
延
宝

･
天
和
期
に
お
け
る
尾
太
鉱

山
の
稼
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
｡

藩
政
初
期
の
鉱
山
に
関
し
て
は
､
拙
著

『
日
本
歴
史
叢
書
63

弘
前
藩
』
(吉
川,.[1]

弘
文
館

二
〇
〇
四
年
)
に
お
い
て
､
寛
永
九
年

(
7
六
三
二
)
八
月
十
九
日
'
次

1･.･

し･,･I.,･(T･p-

銀

一
貫
目
を
礼
銀
と
し
て
藩

へ
献
上
し
た
と
い
う
､
成
田
左
介
宛
の
乾

安
債

･
服

(1)

部
康
成
連
印
黒
印
状

(弘
前
市
成
田
裕
氏
蔵
)
を
も
と
に
､
こ
れ
が
最
も
早
い
時
期

の
領
国
貨
幣
の
記
録
で
あ

っ
て
､
領
内
の
銀
山
か
ら
の
産
銀
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
し
た
｡
し
た
が
っ
て
寛
永
期
津
軽
領
で
は
､
領
国
貨
幣
を
発
行

･
流
通
可
能

な
産
銀
量
を
継
続
的
に
供
給

･
確
保
で
き
る
鉱
山
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
､
と
の
見
解
を
述
べ
た
｡

し
か
し
､
初
期
弘
前
藩
で
は
ど
の
よ
う
な
鉱
山
開
発
の
構
想
を
有
し
て
い
た
の
か
､

国
絵
図
等
に
描
写
さ
れ
た
鉱
山
は
､
い
か
な
る
経
緯
で
開
発
さ
れ
た
の
か
等
､
藩
政

と
の
関
わ
り
や
成
立
期
幕
藩
体
制
下
に
あ

っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
鉱
山
開
発
の
檀

勢
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
､
等
に
つ
い
て
は
､
史
料
的
な
制

約
も
あ

っ
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡

と
こ
ろ
が
､
昨
年
､
右
の
課
題
に
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
､
新
た
な
史
料
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
､

近
刊
の

『青
森
県
史
』
や

『
新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
等
に
お
い
て
も
採
録
し
て
こ

な
か
っ
た
文
書
で
も
あ
る
た
め
､
こ
こ
で
は
本
誌
の
紙
面
を
借
り
て
当
該
文
書
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡
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一

津
軽
信
枚
金
山
定
書
状
の
紹
介

筆
者
が
目
に
し
た
の
は
､
平
成
十
七
年
度

『
古
典
籍
展
観
大
入
札
目
録
』
(東
京



古
典
会

二

〇
〇
五
年
)
に
写
真
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
､
次
の
文
書
で
あ
る
O
な

お
､
翻
刻
と
校
訂
に
関
し
て
は
､
お
お
む
ね
青
森
県
史
編
さ
ん
の
校
訂
要
領
に
依
拠

し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く

(筆
者
は
実
際
に
展
観
会
場
に
足
を
運
び
､
文
書
を

手
に
取
り
､
紙
質
'
形
状
､
花
押
､
印
判
な
ど
'
当
時

の
史
料
と
見
て
疑
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
)0

｢津
軽
信
枚
金
山
定
書
状
｣
(継
紙
)
元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
閏
八
月
二
十
日

金
山
定
｣

一
第

1
条

)

一

､

津

軽
中
金
銀
鉛
銅
山
新
見
立
､
古
｣
間
歩
獲
井
只
今
迄
掘
せ
候
山
共

ニ
｣

一
切
其
方

二
任
候
間
､
功
者
な
る
も
の
指
下
､
山
｣
盛
候
様

二
仕
置
被
申

付
候
事
､
｣

(

#

1

.

～
)

l

､

金

掘
衆
普
請
不
成
侯
所
者
､
鍛
冶

･
大
工

･
人
｣
夫
可
申
付
候
事
､
｣

一

､

此

方
よ
り
憧
成
山
奉
行
二
人
可
申
付
候
間
､
｣
其
方
手
代
衆
万
可
有
御
相

談
候
事
'
｣

(
第

E
]

条
)

一

､

蔵

米
之
儀

ハ
金
山

つ
る

こ
付
候
而
よ
り
払
せ
可
申
候
､
｣
普
請
間
歩
之
間

(

帥
)

ハ
其
奉
行
人
手
形
次
第
､
｣
地
下
在
郷

こ
て
平
米

二
山

仕

･
金
掘
買
次

第
｣
可
申
付
候
､
井
其
方
内
衆
扶
持
方
切
米
之
儀

ハ
｣
始
終
共

二
右
同
前

平
米

二
可
申
付
候
事
､
｣

(
笥

五

条
)

*

一

､

諸

国
よ
り
参
候
山
衆

･
金
掘
之
儀
､
領
分

へ
出
｣
入
自
由

二
可
申
付
候

事
､
｣

(
篇

六

条
)

一

､

材

木

･
留
木

･
金
吹

･
す
ミ
焼
侯
儀
､
薪
何
も
｣
其
方
御
用
手
向
能
所
に

て
可
申
付
候
事
､
｣

(
第

七

粂
一

一

､

山

衆

･
金
掘
共
手
前

二
取
せ
候
給
分
之
儀

ハ
｣
鍵
わ
け

こ
成
共
､
運
上
山

ニ
成
共
'
其
所

々
見
｣
合
次
第
可
被
申
付
候
事
､
｣

(
第

九

条
)

一

､

金

山
之
儀
者
諸
公
事
成
敗
之
儀
'
其
｣
方
指
図
次
第
可
申
付
候
事
'
｣

･L～:
I
-

I

l

'

山

中
諸
役
所

･
番
所

へ
其
方
よ
り
銘
｣

々
相
衆
､
指
添
可
置
之
事
'
｣

(箭十
崇
一

一

､

自

国
他
国
者

こ
よ
ら
す
対
其
方
不
屈
慮
｣
外
仕
懸
候
者
於
有
之
者
､
御
理

次
第
｣
急
度
曲
事

二
可
申
付
候
事
､
｣

二
r
I

-
I

一

､

其

方
上
下
為
用
所
舟
二
三
膿
分

ハ
可
為
｣
無
役
之
事
､
｣

(笥-

｣菜
)

一

㌧

金

銀
鉛
銅
井
諸
役
目
兼
而
金
山
｣
盛
候

二
付
､
山
中
物
成
手
前

二
納
候
分

*

之
｣
高

二
付
而
､
五
分

一
其
方

へ
可
進
候
事
､
｣

(第
十
l二

毛
)

一

､

誰

人

二
不
寄
謹
言
出
申
者
其
方

へ
委
｣
相
尋
可
申
候
､
井
わ
き
く

よ
り

山
望
候
｣
者
候
共
少
も
承
引
中
間
敷
候
､
其
段
御
｣
気
遣
有
間
敷
候
者

也
'
｣

元
和
九
年閏

八
月
廿
日

津
軽
越
中
守

(黒
印
)
｣

信
枚

(花
押
)
｣

4 2

宗
岡
弥
右
衛
門
殿
｣

(カ

ツ
コ
内
筆
者
〔)
｣
は
行
替
え
D

*
は
紙
継
ぎ

の
角
黒
印
)

右
文
書
は
､
弘
前
藩
二
代
藩
主
津
軽
信
枚
が
宗
岡
弥
右
衛
門

へ
宛
て
た
'
金
山
に

関
す
る
全

一
三
ヵ
条

の
定
書
で
あ
り
､
信
枚

の
印
判
と
花
押
を
据
え
た
真
正
文
書
で

あ
る
｡

こ
こ
で
は
史
料
名
を
津
軽
信
枚
金
山
定
書
状
と
す
る

(以
下
､
金
山
定
書
状

と
略
記
)
D

花
押
並
び
に
自
署
は
､
江
戸
幕
府
か
ら
越
後

へ
の
転
封
を
下
命
さ
れ
､
国
元
に
移

転
の
準
備
を
命
じ
た
元
和
五
年
六
月
二
十

一
日
の
白
取
瀬
兵
衛
と
服
部
長
門

へ
宛
て

た
津
軽
信
枚
書
状

(国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
)
の
も
の

(図

1
)
と
同
じ
で
あ
る
｡



黒
印
は
､
元
和
九
年
三
月
八
日
'
革
秀
寺

(同
前
)

へ
宛
て
た
寺
領
宛
行
状
の
も
の

(図
2
)
と
同
様
で
あ
る
｡
花
押

･
自
署

･
黒
印
の
す
べ
て
を
記
し
た
信
枚
文
書
は
､

従
来
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
､
当
文
書
が
か
な
り
念
の
入
っ
た
丁
寧
な
書
状
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
｡

図
1二

宗
岡
弥
右
衛
門
に
関
す
る
考
証

金
山
定
書
状
の
宛
名
の
人
物
は
､
従
来
の
弘
前
藩
側
の
史
料
に
見
え
な
い
こ
と
か

ら
､
こ
の
人
物
に
関
し
て
､
若
干
の
考
証
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
O

ま
ず
基
本
的
な
事
柄
の
確
認
で
あ
る
が
へ
同
文
書
の
差
出
人
は
､
前
述
の
よ
-
に

弘
前
藩
二
代
藩
主
の
津
軽
信
枚
｡
宛
先
は
宗
岡
弥
右
衛
門
で
'
彼
の
詳
細
は
､
全
く

不
明
で
あ
る
｡
た
だ
し
､
宗
同
氏
に
関
し
て
は
､
次
の
よ
う
な
事
実
が
分
か
っ
て
い

る
｡慶

長
四
年

(
一
五
九
九
)
二
月
七
日
の
毛
利
氏
重
臣
佐
世
石
見
守
書
状

(吉
岡
文

書
､
村
上
直
ほ
か
編
著

『
江
戸
幕
府
石
見
銀
山
史
料
』
雄
山
間

7
九
七
八
年
所
収

七

一
百
)
に
よ
る
と
､
石
見
国
石
見
銀
山
の
管
理
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
人
物
と
し
て
'

宗
岡
弥
右
衛
門

(慶
長
六
年
こ
ろ
に
徳
川
氏
か
ら

｢佐
渡
｣
の
名
を
拝
領
)
な
ど
六

人
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
｡
翌
慶
長
五
年
､
毛
利
氏
か
ら
徳
川
氏

へ
同
銀
山
の

引
き
渡
し
が
進
行
し
て
い
る
さ
な
か
の
史
料
に
よ
る
と
､
宗
岡
等
が
大
久
保
十
兵
衛

(長
安
)
･
彦
坂
小
刑
部

へ
同
銀
山
の
諸
役
銀
請
納
書
を
程
出
し
た

(前
掲

『
江
戸

幕
府
石
見
銀
山
史
料
』
七
四
～
七
七
頁
)｡

つ
ま
り
､
毛
利
時
代
の
地
役
人
た
ち
が

引
き
続
き
大
久
保
長
安

･
彦
坂
元
正
の
も
と
で
石
見
銀
山
の
採
掘
を
担
当
し
､
宗
岡

は
そ
の
1
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
よ
う
だ
o

徳
川
氏
は
慶
長
六
年

(
7
六

〇
二
､
伊
豆
湯
ガ
島

(静
岡
県
田
方
郡
天
城
湯
ガ

島
町
)
の
鉱
脈
の
調
査
を
行
な
わ
せ
た
ら
し
く
'
長
安
は
現
地
の
有
能
な
地
役
人
を

鉱
山
開
発
に
登
用
し
て
お
り
'
宗
岡
佐
渡
等
は
､
石
見

･
伊
豆

･
佐
渡
の
銀
山
に
お

け
る
鉱
脈
の
発
見
や
採
掘
の
技
術
交
流
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
い
う

(同
前
八

二
～
八
三
頁
)o
こ
の
よ
う
に
､
宗
岡
佐
渡
は
､
石
見
銀
山
の
役
人
か
ら
抜
擢
さ
れ

た
人
物
で
あ
っ
て
'
『
大
日
本
古
記
録

梅
津
政
景
日
記

一
』
慶
長
十
七
年
四
月
二

十
九
日
条

(岩
波
書
店

一
九
五
三
年
)
ほ
か
に
よ
る
と
､
当
時
､
佐
渡
金
銀
山
と

平
行
し
て
採
掘
さ
れ
て
い
た
秋
田
藩
院
内
銀
山
の
開
発
に
も
関
係
し
て
お
り
'
宗
岡

は
佐
渡
奉
行
大
久
保
長
安
の
日
代
と
し
て
活
躍
し
た

(山
口
啓
二

『
幕
藩
制
成
立
史

の
研
究
』
校
倉
書
房

一
九
七
四
年

一
五
七
頁
)｡

近
世
後
期
の
宗
同
氏
の
由
緒
書
に
よ
る
と
､
宗
岡
佐
渡
は
'
慶
長
十
八
年

(
一
六

一
六
)
三
月
十
六
日
に
佐
渡
に
お
い
て
死
亡
し
た
｡
件
の
七
左
衛
門
が
山
主
と
な
り
､

そ
の
ま
ま
佐
渡
相
川
の
米
屋
町
に
住
ん
だ
が
'
正
式
の
家
督
は
石
見
の
喜
兵
衛
が
相

続
L
t
石
見
国
銀
山
御
用
元
締
と
な
っ
て
い
る

(前
掲

『
江
戸
幕
府
石
見
銀
山
史

料
』
二
五
～
二
六
頁
)O
こ
の
よ
う
に
宗
岡
佐
渡
は
毛
利
氏
以
来
の
石
見
銀
山
の
伝
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続
を
引
継
ぎ
な
が
ら
､
慶
長
五
年
以
降
は
大
久
保
長
安
配
下
の
銀
山
付
地
役
人
と
し

て
石
見
や
佐
渡
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
｡

金
山
定
書
状
の
宛
名
で
あ
る
宗
岡
弥
右
衛
門
は
､
大
久
保
長
安
の
日
代
で
あ
っ
た

右
述
の
宗
岡
弥
右
衛
門

(後
に
佐
渡
)
が
慶
長
十
八
年
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
､
同

一
人
物
と
は
考
え
が
た
い
｡
宗
岡
佐
渡
弥
右
衛
門
死
後
の
近
い
時
期
で
あ
る
元
和
期

に
､
宗
岡

一
族
で
弥
右
衛
門
を
称
し
た
人
物
が
い
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
｡

宗
同
氏
の
由
緒
書
に
見
え
る
の
は
､
宗
岡
佐
渡
の
死
後
､
宗
同
氏
は
前
述
の
よ
う
に

二
系
統
に
分
か
れ
､
佐
渡
で
山
主
に
な

っ
た
七
左
衛
門
家
と
､
石
見
で
役
人
と
し
て

石
見
国
銀
山
御
用
元
締
に
就
い
た
喜
兵
衛
家
で
あ
る
｡
前
記
宗
岡
佐
渡
の
院
内
銀
山

と
の
関
わ
り
や
､
当
時
の
北
東
北
の
鉱
山

へ
の
佐
渡
か
ら
の
技
術
移
転
の
状
況

(土

谷
紘
子

｢鉱
業
技
術
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
長
谷
川
成

一
･
千
田
嘉
博
編

『
日
本
海
域

歴
史
大
系

第
四
巻

近
世
篇

Ⅰ
』
清
文
堂
出
版

二
〇
〇
五
年
所
収

一
九
九

･

二

〇
〇
頁
)
か
ら
す
れ
ば
､
石
見
の
喜
兵
衛
家
で
は
な
く
､
佐
渡
で
山
主
と
し
て
活

躍
し
た
七
左
衛
門
家
の
系
統
に
属
す
る
人
物
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
O

宗
岡
七
左
衛
門
は
､
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
､
大
久
保
長
安
が
石
見

･
伊
豆
な

ど
か
ら
佐
渡

へ
招
い
た
巧
者

の
山
師
三
六
人
の
中
に
名
前
が
見
え
､
｢佐
渡
年
代

記
｣
の
承
応
二
年

(
一
六
五
三
)
の
記
事
に
も
､
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り

(麓
三

郎

『
佐
渡
金
銀
山
史
話
』
丸
善

一
九
五
六
年

七
七

･
一
五
九
頁
)､
父
佐
渡
が

亡
く
な

っ
た
後
も
佐
渡
金
銀
山
に
お
け
る
有
力
な
山
主
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
山
主
の

一
族
と
推
定
さ
れ
る
人
物
が
､
元
和
末
期
に
お
け

る
津
軽
領
の
鉱
山
開
発
に
藩
主
信
枚
に
よ
っ
て
招
聴
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

三

ま
と
め
と
展
望

さ
て
､
金
山
定
書
状
の
全

二
二
ヵ
条
に
わ
た
る
各
条

(第

1
条
は
①
と
し
､
各
条

を
①

～
⑬
で
示
し
た
)
の
要
点
は
､
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
｡

①
津
軽
領
内
の
非
鉄
金
属

(金
銀
鉛
銅
)
鉱
山
の
新
た
な
調
査

･
開
発
､
既
存

の
坑
道
や
稼
行
中
の
鉱
山
の
再
開
発
を
宗
岡
に

一
任
す
る
｡

②
金
掘
衆
が
普
請
で
き
な
い
箇
所
は
､
鍛
冶

･
大
工

･
人
夫
に
よ
っ
て
普
請
を

実
施
さ
せ
る
｡

③
弘
前
藩
側
で
山
奉
行
を
二
人
任
命
す
る
の
で
､
宗
岡
の
手
代
衆
と
協
議
を
さ

せ
る
｡

④
蔵
米
は
､
鉱
脈
に
切
り
当
て
た
時
点
で
売
却
す
る
よ
う
に
す
る
｡
そ
の
間
は
､

奉
行
の
手
形
で
山
師

･
金
掘
衆
は
津
軽
領
内
の
平
米

(
一
般
の
市
場
米
)
の

購
入
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
､
宗
岡
の
内
衆

へ
の
扶
持
方
や
切
米
も
同
様
に

平
米
で
の
購
入
を
認
め
る
｡

(∩こ

⑤
金
掘
た
ち
の
領
内
出
入
り
は
自
由
と
す
る
｡

⑥
製
錬
や
坑
道
普
請
用
な
ど
の
材
木
は
､
宗
岡
が
適
切
と
判
断
し
た
山
々
か
ら

調
達
し
て
良
い
｡

/＼七｣nノ

⑦
山
衆
や
金
掘
た
ち
の
給
分
は
､
運
上
山
で
も

｢鎚

(鉱
石
)
わ
け
｣
で
も
構

わ
な
い
｡

⑧
金
山
の
訴
訟
や
成
敗
は
､
宗
岡
に

一
任
す
る
｡

⑨
山
中
の
役
所
や
番
所
に
は
､
宗
岡
の
配
下
の
者
を
置
く
よ
う
に
す
る
｡

⑲
宗
岡
に
慮
外
を
企
て
る
者
は
曲
事
｡

⑪
宗
岡
の
用
い
る
用
船
は
､
無
役
と
す
る
｡
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⑫
金
銀
銅
鉛
の
鉱
山
が
盛
ん
に
な

っ
た
お
り
に
'
納
入
さ
れ
る
山
中
物
成
の
五

分
の

一
を
宗
岡
の
取
り
分
と
す
る
.

⑬
宗
岡
以
外
に
領
内
鉱
山
の
開
発
を
望
む
者
が
あ

っ
た
と
し
て
も
､
そ
れ
は
認

め
な
い
｡

一
読
し
て
看
取
さ
れ
る
の
は
､
宗
岡
弥
右
衛
門
に
領
内
の
金
銀
鉛
銅
な
ど
非
鉄
金

属
鉱
山
の
開
発
を

T
切
任
せ
よ
う
と
す
る
､
弘
前
藩
の
明
確
か
つ
強
烈
な
意
図
で
あ

る
｡
ま
た
､
こ
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
以
前
に
も
､
既
存
の
鉱
山
に
加
え
稼
行
中
の

も
の
も
存
在
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お
り

(第

一
条
)､
従
来
の
史
料
に
は
見
え

な
い
元
和
期
鉱
山
の
存
在
が
確
認
さ
れ
よ
う
｡

加
え
て
､
そ
れ
ら
の
再
開
発
と
新
た

な
見
立
て
と
開
発
を
委
任
し
て
い
る
の
で
あ
り
'
宗
岡

へ
開
発
の
独
占
権
を
付
与
し

た

(第

一
･
十
三
条
)
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
｡

弘
前
藩
が
宗
岡
に
期
待
し
た
具
体
的
な
開
発
の
態
様
は
'
弘
前
藩
の
山
奉
行
二
人

と
宗
岡
と
そ
の
手
代

･
内
衆
と
称
さ
れ
る
人
々
が
協
議
し
て

(第
三
条
)
鉱
山
の
開

発
､
坑
道
の
維
持
運
営
､
製
錬
作
業
な
ど
の
実
務
を
取
り
仕
切
ら
せ
る

(第
六
条
)

と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
上
で
諸
国
か
ら
入

っ
て
く
る
山
師

･
金
掘
た
ち
の
統
刺

を
宗
岡
ら
に
任
せ

(第
五
条
)
'
領
内
鉱
山
に
お
け
る
裁
判
権
も
宗
岡
に
委
ね
る
姿

勢

(第
八
条
)
を
示
し
て
い
る
｡

ま
た
鉱
山
か
ら
あ
が
る
山
中
物
成
の
二

〇
パ

ー
セ

ン
ト
を
宗
岡
の
取
り
分
と
し

(第
十
二
条
)
'
領
内
湊
出
入
り
の
宗
岡
の
用
船
は
'

沖

口
役
の
徴
収
を
免
除
す
る

(第
十

1
条
)
な
ど
の
特
権
を
与
え
た
｡

山
師

･
金
掘
衆

の
給
分
､

つ
ま
り
鉱
山
の
採
掘
に
関
わ
る
経
営
は
､
運
上
山
で
も

｢鑓
わ
け
｣
で
も
い
ず
れ
で
も
構
わ
な
い
と
し
て
い
る

(第
七
条
)
O
運
上
山
は
､

山
師
が

〓
疋
の
運
上
を
藩

へ
納
入
す
る
こ
と
で
採
掘
権
を
得
る
の
で
あ
る
が
､
｢鍾

l､1

わ
け
｣
に

つ
い
て
は
不
詳
｡
お
そ
ら
く
'
藩
と
山
師
と
の
間
で
採
掘
さ
れ
た
鑓
-
鉱

石
も
し
く
は
鉱
石
の
販
売
利
益
を
折
半
す
る

｢掘
分
山
｣
｢荷
分
山
｣
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
津
軽
信
枚
が
金
山
定
書
状
を
発
給
し
た
時
期
の
時
代
状
況
に
触
れ
て

お
こ
う
｡

こ
の
文
書
発
給
の
二
カ
月
前
､
元
和
九
年
七
月
十
三
日
､
信
枚
は
三
代
棉

軍
徳
川
家
光
の
上
洛
に
供
奉
し
て
入
京
し
て
お
り
､
閏
八
月
八
日
､
家
光
が
江
戸

へ

下
向
す
る
た
め
出
京
す
る
ま
で

(『
新
訂
増
補

国
史
大
系
三
九

徳
川
実
紀
』
第

二
篇

吉
川
弘
文
館

丁
九
六
四
年

二
九
九

～
三

〇
五
頁
)
'
京
都

･
伏
見
に
滞

在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
｡

滞
京
中
の
信
枚

の
動
静
に
つ
い
て
は
史
料
が
乏
し
く
､
よ

く
分
か
ら
な
い
｡

し
か
し
'
注
目
さ
れ
る
の
は
金
山
定
書
状
発
給
の
六
日
後
の
同
年
間
八
月
二
十
六

日
､
弘
前
藩
は
大
津
町
年
寄
の
矢
嶋
藤
五
郎
か
ら
銀
五

〇
貫
を
借
用
し
た
｡
同
借
用

証
文
に
よ
る
と
､
表
書
の
借
用
者
は
乾
安
債
ら
三
重
臣
で
'
彼
ら
が
花
押

･
署
名
し

て
い
る
が
､
裏
書
の
方
は
信
枚
が
花
押
を
据
え
て
銀
受
領
と
返
済
を
保
証
し
て
い
る

(『
青
森
県
史

資
料
編

近
世
1

近
世
北
奥

の
成
立
と
北
方
世
界
』
青
森
県

二

〇
〇
一
年

八
六
二
号
)
｡
彼
ら
は
京
か
ら
の
帰
途
､
お
そ
ら
く
大
津
に
滞
在
し

て
路
用
銀
を
町
年
寄
の
矢
嶋
か
ら
調
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す

れ
ば
､
六
日
前
の
二
十
日
に
出
さ
れ
た
金
山
定
書
状
は
､
国
元
津
軽
で
は
な
く
京
都

な
い
し
上
方
に
お
い
て
信
枚
が
発
給
し
た
可
能
性
が
高
い
｡
当
時
上
方
に
お
い
て
､

鉱
山
開
発
に
関
す
る
有
力
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
あ

っ
て
､
弘
前
藩
で
は
領
内
鉱
山

開
発
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
結
果
'
か

つ
て
佐
渡
金
銀
山
で
佐

渡
奉
行
大
久
保
長
安
の
日
代
を
務
め
た
宗
岡
佐
渡

一
族
の

〓
貝
で
あ
る
'
宗
岡
弥
右

衛
門
と
い
う
山
巧
者
を
起
用
し
､
領
内
鉱
山
の
開
発
を
全
面
的
に
委
ね
る
決
意
を
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
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津
軽
領
に
あ

っ
て
は
､
弘
前
城
築
城
と
城
下
建
設
が
ほ
ぼ

一
段
落
し
た
段
階
で
､

元
和
五
年

(
一
六

l
九
)
の
国
替
え
騒
動
以
降
､
津
軽
平
野
中
央
部
の
開
発
や
､
亀

(-
)

ケ
岡
築
城
計
画
の
取
り
止
め
と
そ
の
後
の
同
地
を
拠
点
と
し
た
大
湯
町
村
派
立
な
ど
'

新
田
開
発
が
積
極
的
に
な
さ
れ
た
時
期
に
該
当
す
る

(『
新
編
弘
前
市
史

通
史
編

2

近
世

1
』
弘
前
市

二

〇
〇
二
年

一
七
五

～
一
八

1
頁
)
LT
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
す
れ
ば
､
藩
財
政
基
盤
の
確
保
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
'
新
田
開
発
と
と

も
に
鉱
山
開
発
が
同
時
並
行
的
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

周
知
の
よ
う
に
､
元
和
期
は
凶
作
が
続
き
飢
健
が
頻
発
し
た
こ
と
か
ら
､
農
業
生

産
に
あ
ま
り
期
待
を
持
て
な
い
時
期
に
当
た
り
'
加
え
て
津
軽
領
で
は
元
和
四
年
正

.)-も

き
r

月
､
下
の
切
地
帯

(青
森
県
五
所
川
原
市
飯
詰
か
ら
北
部
の
地
域
)
に
降
灰
が
あ

っ

て
田
地
が
荒
廃
す
る
と
い
う
事
情
も
あ

っ
た

(前
掲

『
青
森
県
史
』
二
三
三

～
二
三

四
頁
)
｡
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
か
ら
見
る
と
'
天
候
や
災
害
に
左
右
さ
れ
る
農

業
生
産
よ
り
も
､
鉱
山
開
発
に
よ
る
金
銀
鉛
銅
の
鉱
業
生
産
に
財
政
収
入
の
活
路
を

兄
い
だ
そ
う
と
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
｡

現
に
金
山
定
書
状
に
見
え
る

よ
う
に
､
津
軽
領
内
で
稼
行
し
て
い
た
間
歩
も
存
在
し
て
い
た
L
t
隣
領
の
秋
田
藩

や
盛
岡
藩
で
は
院
内
銀
山
や
白
根
金
山
な
ど
の
有
力
鉱
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
金
銀
が

藩
財
政
の
有
力
な
資
源
で
あ

っ
た
こ
と
は
弘
前
藩
で
も
十
分
に
承
知
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
｡
弘
前
藩
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
状
況
の
な
か
で
'
金
山
定
書
状
は

信
枚
に
よ

っ
て
発
給
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
〔)

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
て
､
金
山
定
書
状
は
初
期
津
軽
領
の
鉱

山
開
発
の
政
策
基
調
と
な

っ
た
文
書
と
位
置
づ
け
た
い
｡

従
来
の
研
究
史
で
は
'
尾
太
銀
銅
山
の
開
発
に
先
立

っ
て
､
寛
文
期
に
お
け
る
寒

沢
銀
山
を
は
じ
め
と
す
る
鉱
山
開
発
が
津
軽
領
内
の
本
格
的
な
鉱
業
事
業
の
開
始
と

考
え
ら
れ
て
き
た
｡

し
か
し
､
本
文
書
に
よ

っ
て
､
そ
れ
を
約
四

〇
年
さ
か
の
ぼ
る
元
和
期
に
'
津
軽

領
で
は
藩
主
の
主
導
で
初
期
鉱
山
開
発
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
｡

新
出

文
書
で
あ
る
金
山
定
書
状
が
'
鉱
業
史
の
み
な
ら
ず
弘
前
藩
の
藩
政
史
の
な
か
で
持

つ
歴
史
的
な
意
味
は
'
今
後
､
さ
ら
に
追
求
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡

加
え
て
､

当
該
文
書
が
北
東
北
に
お
け
る
鉱
山
開
発
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
義
付
け
が
な
さ

れ
る
の
か
o
成
立
期
幕
藩
体
制
の
鉱
山
政
策
に
あ

っ
て
､
こ
の
よ
う
な
形
で
の
全
領

内
的
な
鉱
山
の
開
発

.
経
営
の
あ
り
方
が
他
領
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の
か
､
も

し
く
は
津
軽
領
独
自
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
､
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ

-つ

O

註
(
-
)
同
文
書
は
'
石
塚
雄
士

｢弘
前
市
成
田
裕
氏
文
書
｣
(『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』

1

一
七
号

二
〇
〇
四
年

三
Ef]頁
)
第
九
号
文
書
に
紹
介
さ
れ
'
写
真
版
も
E
]七
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

詳
し
く
は
'
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(2
)
金
山
定
書
状
の
三
年
前
､
元
和
六
年

(
一
六
二
〇
)
に
松
前
か
ら
津
軽
領
に
入
り

秋
田
へ
出
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
カ
ル
ワ
ー
リ

ユ
に
よ
る
と
､
｢
日
本
じ
ゆ
う
関

/
カ
ル

(所
)
の
う
ち
で
も
通
る
に
最
も
困
難
な

一
つ
と
さ
れ
'
世
の
こ
と
わ
ざ
に
も
津
軽

の
関
は

(と
い
わ
れ
る
)
｣
(
1
六
二
〇
年

｢カ
ル
ワ
ー

リ

ユ
の
旅
行
記
｣
『
北
方
探

検
記
』
吉
川
弘
文
館

一
九
六
二
年
所
収

七
七
頁
)
と
記
録
さ
れ
て
い
る
｡

津
軽
の
関
と
は
お
そ
ら
く
碇
ヶ
関
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
､
弘
前
藩
は
国
内
随

一

の
厳
重
な
通
行
規
制
を
領
内
に
し
い
て
い
た
(､

こ
の
よ
う
な
中
で
'
金
山
定
書
状
第

五
条
に
あ
る
よ
う
に
､
山
師

･
金
掘
衆
に
対
し
て
津
軽
領
出
入
り
の
自
由
を
認
め
た

の
は
､
彼
ら
を
招
致
し
た
い
と
い
う
弘
前
藩
の
意
欲
が
い
か
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た

の
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
｡
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(
3
)
｢黒
沢
氏
至
宝
要
録

上
｣
(『
秋
田
県
史
』
第
三
冊

秋
田
県

一
九

一
五
年
所

収
)
の

｢四

金
山
の
仕
法
｣
の
項
に
も
'
運
上
山

･
掘
分
山
な
ど
の
記
述
は
あ
る

が
'
｢錘
わ
け
｣
の
語
は
見
あ
た
ら
な
い
｡
山
師

･
金
線
の
給
分
と
い
う
､
彼
ら
の

収
入
に
関
わ
る
'
運
上
山
と
の
対
比
で

｢錘
わ
け
｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､

掘
分
山
を
指
す
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

因
み
に
'
慶
長
九
年
九
月
二
十
五
日
の
大
久
保
長
安
書
状

(前
掲

『
江
戸
幕
府
石

I.I.
･･=

見
銀
山
史
料
』
九
七

～
九
八
頁
)
に

｢分

鎚
｣
の
文
言
が
見
え
る

(
こ
の
点
に
つ

い
て
は
'
土
谷
綾
子
君
の
教
示
に
よ
る
)｡
こ
れ
は
'
錘
す
な
わ
ち
鉱
石
を
分
け
合

う
こ
と
'
も
し
く
は
分
配
し
た
鉱
石
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

し
た
が
っ
て
'

｢鍵
わ
け
｣
も
同
様
の
含
意
が
あ
る
用
語
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
O

(
4
)
亀

ケ
岡
築
城

･
廃
城
と
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
'
関
根
達
人

｢津
軽
氏
に
み
る
戦

国
の
城
館

･
元
和
の
城
館
-
種
里

･
大
浦

･
堀
越
そ
し
て
亀

ケ
岡
-
｣
(長
谷
川
成

一
『
平
成
15
年
度

～
平
成
17
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研
究

(C
)
(2
))

研
究
成
果
報
告
書

津
軽
氏
城
跡
の
発
展
過
程
に
関
す
る
文
献
資
史
料
と
遺
物
資
料

に
よ
る
研
究
』
二
〇
〇
六
年
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(は
せ
が
わ

･
せ
い
い
ち

弘
前
大
学
人
文
学
部
教
授
)
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【
付
記
】
本
稿
は
'
平
成

15
年
度

～
平
成

17
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
C
)
(
2
)
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
｡




